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序章 総論 

１ 計画の趣旨 

我が国では、在留外国人は1990年頃から増加していましたが、リーマンショック（2008年）後

に一度減少に転じました。その後、2012年以降再び増加しており、2018年６月末で約264万人、

全人口の2.08%に達しています。また、出入国管理法の改正（平成31年４月１日施行）により、

５年間で約34万5,000人の外国人労働者の受入れが見込まれています。 

本市では、平成23年３月に「糸島市国際交流基本計画」を策定し、市民の国際交流の推進と併

せ、文化や風習の違いで慣れない暮らしをしている外国人市民に対し、生活環境の整備や日本人

市民との交流事業等に取り組んできました。 

本市に住む外国人市民の数は、九州大学伊都キャンパスが開校した2005年頃から増加し、現在

（2019年12月末）は1,248人となり、本市の人口の約１% を占めており、今後も九州大学伊都キ

ャンパスや市内日本語学校に通う留学生等の増加、出入国管理法の改正による外国人労働者の雇

用拡大などの要因により、増加すると予測されます。 

このような中、地域では多くの外国人市民の定住が進み、地域の一員となっていますが、日本

人との言葉や文化、生活習慣の違いにより、お互いをよく理解できていないことなどから、両者

の間で日常生活が円滑に営まれない等の問題が少なからず発生しています。 

そのような問題を解決するためには、国籍や文化、生活習慣などの違いにかかわらず、『地域

に住む人は誰もが市民であり、日本人市民と外国人市民は地域社会を支えていくパートナーであ

る』との認識を深め、互いを認め合い、自分の能力を生かして暮らせる心豊かな地域社会の実現

に向けた取り組みを行う必要があると考えられます。 

そのため、日本人市民の多文化共生における意識の醸成と外国人市民への総合的な支援を行

い、地域社会への参画を促す仕組みを構築する観点から、国が策定した「地域における多文化共

生推進プラン（平成18年3月）」、「多文化共生事例集の公表（平成29年3月）」及び「外国人材

の受入れ・共生のための総合的対応策（平成30年12月）」を参考とし、国際交流基本計画をより

実効性の高いものに発展させた『多文化共生推進計画』（以下「本計画という。」）の策定に取

り組みます。 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、「第１次糸島市長期総合計画」を上位計画とする個別計画であり、平成18 年３月

に総務省が示した「地域における多文化共生推進プランについて」の方向性を踏まえて策定する

ものです。 

また、総合計画に掲げる「国際的な魅力あるまちづくりの推進」施策における目標像の実現、

及び「糸島市九州大学国際村構想」の実現のための取組方針を体系的に示すものとなります。 

 

３ 計画の期間 

計画の期間は、令和２年度（2020年度）から令和７年度（2025年度）までの６年間とします。 

ただし、社会環境の変化などに応じて見直しを行います。 

 

４ 計画の進捗管理 

本計画に基づき、行動計画（アクションプラン）を策定します。 

進捗管理については、庁内の各所管課の取組状況を管理し、その後、糸島市多文化共生推進計

画審議会を開催し、進捗状況について報告を行うこととします。 
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第１章 糸島市の多文化共生の現状と課題 

1 糸島市の外国人人口の現状 

糸島市の総人口は、2019 年 12 月末現在で 101,857 人となっており、このうち外国人市民は

1,248 人で全体の約１%程度を占めています。国籍別では、中国が 276 人、ベトナムが 272 人とほ

とんど差がない状況で最も多く、次いで朝鮮・韓国、ネパール、フィリピンの順となっています。 

本市では、2005 年に九州大学伊都キャンパスが開校し、2008 年には、九州大学が、国の「留

学生 30 万人計画」(国際化拠点整備事業(グローバル 30))の拠点大学に指定され、現在（2019 年

5 月 1 日時点）、2,387 人の留学生が九州大学に在籍しています。 

九州大学の統合移転による留学生や教員の増加、また改正出入国管理法の施行による企業の外

国人労働者雇用の拡大などにより、今後も外国人市民の人口が増加することが予想されます。 

 

 ◆糸島市の総人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆糸島市の外国人市民人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                                「資料：糸島市住民基本台帳（各年12月末時点）」 

（人） 
糸島市の総人口推移 

（人） 
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 ◆糸島市在留外国人の国籍・地域別人口構成比 

  ※糸島市の外国人市民  1,248人（2019年12月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆糸島市の在留資格別外国人数 1,248人（2019年12月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

              

  

（人） 

（単位：人） 

※技術・人文知識・国際業務とは・・・大卒程度の学歴要件を満たし、自然科学分野の専門技術職、人文科学

分野の専門職に従事する外国籍の方及び母国の思考・感受性を生かして国際業務に従事する外国籍の方を受け

入れるために設けられた在留資格です。 

「資料：糸島市住民基本台帳（2019 年 12 月末現在）」 

「資料：糸島市住民基本台帳（2019.12 月末現在）」 
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【参考：全国及び福岡県の外国人の状況】 

 

◆全国の在留外国人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆福岡県の在留外国人 国籍別人数（2018年12月末：福岡県総数 77,044人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人） 

「資料：法務省 在留外国人統計より」 

全国の在留外国人数の推移 
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◆全国の在留資格別外国人数（2019年6月末時点 全国総数 2,829,416人） 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆福岡県の在留資格別外国人数（2018年12月末：福岡県総数 77,044人） 

 

 

  

「資料：法務省 在留外国人統計より」 



糸島市多文化共生推進計画 

 

- 7 - 

 

２ 糸島市の多文化共生推進の課題  

平成23年３月に策定した「糸島市国際交流基本計画」で定めた課題のうち、今後も取り組みが

必要なものに加え、令和元年７月～８月に実施した市民意識調査結果の内容を踏まえ、新たな課

題を抽出しました。 

 

（１）糸島市国際交流基本計画で定めた課題 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）市民意識調査結果から見えてきた新たな課題 

 
 
 
 
 
 
 

  

  

◆ 日本人市民意識調査 

① 地域のルールに関することや交通マナーが守られないことによるトラブルが発

生している。 

② 外国人市民との関わり方が分からない。 

 

◆ 外国人市民意識調査 

① 「税金・年金」「災害」「医療・福祉」「教育」など幅広い分野で不安を感じ

ている。 

② 地域活動に参加したいが参加方法が分からない。 

 

【 P20～資料編 糸島市の国際化に関する市民意識調査結果（一部抜粋）参照 】 

 

◆ 国際化に向けた環境づくり  

① 外国人が暮らしやすいまちづくりの推進  

② 外国からの来訪者を温かく迎えるまちづくりの推進  

 

◆ 多文化共生の意識づくり  

① 市民の国際化意識の醸成と交流機会の充実  

② 国際社会を担う人材育成  

③ 姉妹都市・友好都市との交流  

 

◆ 国際交流推進の体制づくり  

① 国際交流団体や国際交流ボランティアの育成・発掘  

② 国際交流ネットワークの構築  
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※参考：市民意識調査結果の概要 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（日本人市民向け意識調査結果の概要） 

 

◆街や職場で外国人をよく見かけるようになり、日常生活の中で外国人との関わりを感じ

るようになっています。 

◆普段の付き合いについては、全く言葉を交わさない、もしくはあいさつをする程度がほと

んどですが、今後の付き合い方として、日常会話をしたい、文化交流をしたいなど今以上

に深く関わっていきたい意識が高まっています。 

◆普段の生活における外国人とのトラブルについて、生活習慣や文化の違い、言葉が通じな

いことなどにより、地域のルールに関することや交通マナーによるものが多くなっていま

す。このような問題を解決するためには、外国人が日本の生活習慣や地域のルールを理解

することに加え、日本人も外国の生活習慣や文化などについて理解を深め、助け合いの気

持ちが大切であると多くの方が回答しています。 

（外国人市民向け意識調査結果の概要） 

 

◆意識調査に回答した外国人市民の85％以上が、日本語の読み書きや会話がある程度は出

来ると回答しており、さらに今後も日本語や日本の文化などについても学習したいとい

う意識の高さが結果として表れています。しかし、10％程度の外国人市民は日本語が全

く理解できないとの回答であるため、それぞれのニーズに応じた日本語等の学習機会の

充実が求められます。 

◆普段の生活における困りごとや心配なこととして、「日本語がわからない」ことをはじ

め、「税金・年金のこと」「災害のこと」「病気やケガ」「地域との関わり方」など幅

広い分野で不安を感じている結果が出ています。一方で、「特に困りごとはない」との

回答率も高いため、なぜ困っていないのか、その理由を分析し施策に反映することで、

外国人市民の満足度を高めていく必要があります。 

◆地域との関わりについて、日ごろから地域活動に参加していると回答した割合は約30％

ですが、一方で参加していないと回答した方のうち約50％が「参加したいがどうすれば

いいかわからない」と回答しており、地域との関わりについて積極的であることが結果

として表れています。 
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≪課題解決に向けた目標設定の考え方≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『多文化共生推進計画』の目標を設定します。 

糸島市国際交流基本計画から引き継ぐ課題 

◆ 国際化に向けた環境づくり 

◆ 多文化共生の意識づくり 

◆ 国際交流推進の体制づくり 

市民意識調査 

（日本人及び外国人の意識） 

社会情勢 

（技能実習生や留学生の増加など） 

https://1.bp.blogspot.com/-oWU5cM0v8V8/VRUP-SlGskI/AAAAAAAAsek/lBQzC7_83b8/s800/english_kaiwa_bad_man.png
https://1.bp.blogspot.com/-_S3dlmTh8XA/Vu0kS0VEiqI/AAAAAAAA5AE/7EtXq9MY-HIOGdyxdsW-IjvQrjJ9MAfsQ/s800/soudan_madoguchi_foreigner.png
https://3.bp.blogspot.com/-M8yrYGmHDWw/Vf-aV0w252I/AAAAAAAAyFg/zQl57v7DV90/s800/jitensya_syadou.png
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第２章 基本理念と目標 
 

 １ 基本理念 
国籍や民族などの違いにかかわらず、多様な文化や習慣を持つ市民が、互いの人権や多様性を尊

重し合い、地域社会に参画し、誰もが地域への愛着と夢を持って、共に安心して暮らせる多文化共

生のまちづくりを行うため、基本理念を掲げ、基本目標と基本施策を設定します。 

 

 

 

 

２ 基本目標 
本計画では、長期総合計画及び国際交流計画において実施してきた各施策を踏まえ、本市を取り

巻く状況や課題を整理し、次の５つを基本目標として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪お互いを理解し、みんなでつくる多文化共生のまち 糸島≫ 

１ ≪ことばと情報≫ － どこでも誰にでも情報が届くまちづくり －  

地域社会において安心して共に暮らしていくうえで、言語や生活に必要な情報を理解すること

が求められることから、日本語の学習機会を広げるとともに、やさしい日本語表記によるユニバ

ーサルデザインの導入など、多様な言語に対応した情報の提供を進めます。 

 ２ ≪安全と安心≫ － 誰もがふるさとと思えるまちづくり －   

外国人市民が個性や能力を十分発揮し、安心して安全な暮らしを送れるよう、生活基盤や健康、

防災体制の充実、子どもたちのための教育・保育、子育て環境等の充実を図り、誰もが糸島市に

住み続けたいと思うようなまちづくりを進めます。 

 ３ ≪参画と交流≫ － 交流と活躍のフィールドづくり － 

外国人市民と日本人市民が触れ合う機会の創出を進め、国籍や民族などの違いにかかわらず、

互いの人権を尊重し合い、交流と連携を深めながら地域社会の一員として主体的に参画し、まち

づくりのパートナーとして知識を生かし、能力が発揮できる地域づくりを進めます。 

 ４ ≪ひとづくり≫  

お互いの違いだけでなく共通点にも気づき、自ら進んで学習して新しい文化を生み出していけ

るよう、子どもから大人まですべての市民が多文化への理解を深め、新しい市民文化の創造に貢

献できる国際感覚豊かな人材の育成に努めます。 

 ５ ≪しくみづくり≫ － 糸島市ならではのネットワーク － 

地域性を生かし、糸島市ならではの市民の共生社会の実現をめざし、市民や市民団体、企業、

国、県、他市町村などの関係機関と連携を図り、国際化に対応したまちづくりを推進します。 
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３ 計画の体系 
  糸島市多文化共生推進計画の体系を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標 基本施策 

（１）多言語情報の充実 

（２）日本語の学習機会の充実 

（３）外国人相談窓口の充実 

１ ≪ことばと情報≫ 

どこでも誰にでも情報が届くまちづくり 

≪お互いを理解し、みんなでつくる多文化共生のまち 糸島≫ 基本理念 

２ ≪ 安 全 と 安 心 ≫ 

誰もがふるさとと思えるまちづくり 

（１）生活基盤の充実 

（２）子育て環境の充実 

（３）社会保障制度の周知 

（４）防災体制の充実 

３ ≪ 参 画 と 交 流 ≫ 

交流と活躍のフィールドづくり 

（１）地域活動への参画の支援 

（２）交流の機会の創出 

４ ≪ひとづくり≫ 

違いや共通点を学び合うグローバル人材の育成 

（１）多文化共生教育・啓発の推進 

（２）市民主体のまちづくりの推進 

５ ≪しくみづくり≫ 

糸島市ならではのネットワーク 

（１）サポート体制の仕組みづくり 

（２）関係機関との連携強化 

（３）国際化に対応したまちづくり 
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第３章 施策目標（具体的な施策と取組内容） 
 

１ ことばと情報  ～どこでも誰にでも情報が届くまちづくり～ 

   地域社会において安心して共に暮らしていくうえで、言語や生活に必要な情報を理解するこ

とが求められることから、やさしい日本語表記によるユニバーサルデザインの導入など、多様

な言語に対応した情報の提供を進めます。 

また、外国人市民への意識調査結果により、日本文化などに対する学習意欲が高いことから、

日本語教室に加え、日本文化などの学習機会の拡充に努めていきます。 

 

（１）多言語情報の充実 

具体的な施策 取組内容 受益者 ※主な取組主体 

行政文書、各種届出、生

活情報などの多言語表

記 

◇各種届出書やサービスの手続きについて、

多言語表記に取り組みます。 

外国人市民 

市 

関係機関 

地 域 

◇暮らしの支援などの生活情報案内の多言語

化に取り組みます。 

◇外国語版ＨＰ、広報紙、メール配信、案内

パンフレット等の多言語化に取り組みま

す。 

◇公共施設の案内看板などの多言語表記の充

実を図ります。 

 

※主な取組主体） 関係機関 … 「各種行政機関、国際交流関係団体、市内企業、大学、市内日本語学校」等 

地  域 … 「校区・行政区（自治会）」等   本章の以降の項目でも同様とします。 

 

 

（２）日本語の学習機会の充実 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

日本語教室等の実施 

◇人によって日本語レベルは様々であるた

め、国際交流協会等と連携し、ニーズに応

じた日本語教室の開催をはじめ、日本の文

化や風土を学ぶことができる教室の開催に

取り組みます。 

外国人市民 

市 

関係機関 

地 域 
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（３）外国人相談窓口の充実 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

庁内での窓口サービス

の充実 

◇外国人に対し、適切な行政サービスの提供

を行うため、庁内の各窓口での多言語対応

に取り組みます。 外国人市民 
市 

関係機関 

生活相談窓口の設置 
◇日本での悩み事や人権侵害などを相談でき

る窓口の設置に取り組みます。 

 

 

２ 安全と安心  ～誰もがふるさとと思えるまちづくり～ 

  外国人市民も含め、誰もが安心して安全な暮らしを送ることができるよう、住宅や労働などの

生活基盤の充実、子どもたちのための教育・保育、子育て環境等の充実、防災体制の充実を図り、

住み続けたいと思うような糸島市をめざします。 

 

（１）生活基盤の充実 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

住宅相談体制の整備 

◇外国人であることを理由に入居条件が不

利にならないよう、住宅関連事業者と連

携し、意識の啓発に取り組みます。 

外国人市民 
市 

関係機関 

◇市営住宅の入居受付や入居後の生活で困

らないよう、多言語の案内表記に取り組

みます。 

労働環境の整備 

◇ハローワーク等と連携し、キャリアアッ

プや専業主婦等の就職機会が広がるよ

う、就労支援に取り組みます。 

◇労働環境の整備について、地元企業への

意識啓発に取り組みます。 

交通安全の啓発 

◇地域トラブルの原因として交通マナーに

関することが多いことから、警察署等と

連携し自転車等の交通ルール・マナーの

情報提供及び講習会等の取組を進めま

す。 
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（２）子育て環境の充実 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

妊娠期から乳幼児期

の子育て支援 

◇子育て（母子健康手帳、保育施設、健康診

査、サークル等）に関する情報提供及び

相談体制の充実を図ります。 

外国人市民 
市 

関係機関 

学校教育環境の整備 

◇保護者等に対し、多言語による学校情報

の提供、及び児童・生徒に対する情報の

提供に取り組みます。 

◇日本語ができない児童生徒への就学支

援、日本語教育、学習指導、進路相談及び

心のケア等について、福岡県との連携に

より取り組みを進めます。 

 

（３）社会保障制度の周知 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

多言語による情報の

提供とサービスの利

用促進 

◇医療福祉制度（介護保険、障がい者支援

等）の多言語による情報提供の充実を図

ります。 

外国人市民 
市 

関係機関 

◇関係機関と連携し、多言語対応が可能な

医療機関の情報提供の充実を図ります。 

◇国民健康保険税、市・県民税制度の多言

語による情報提供の充実及び納付意識の

啓発を図ります。 

 

（４）防災体制の充実 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

防災情報の提供 
◇多言語による災害関連情報、緊急メール

等の情報発信に取り組みます。 

外国人市民 

市 

関係機関 

地 域 

防災意識の啓発 
◇地域の自主防災組織及び事業所等が実施

する防災訓練への参加を促進します。 

災害時支援体制の強

化 

◇防災関係機関やボランティア団体等と連

携し、災害時避難等の支援体制の強化に

取り組みます。 
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３ 参画と交流  ～交流と活躍のフィールドづくり～ 

  市民意識調査結果において、日本人市民及び外国人市民ともに、お互いに交流を深めていきた

いとの思いが現れています。お互いが知り合う機会の創出を進め、交流と連携を深めながら地域

社会の一員として主体的にまちづくりに参画し、お互いの知識や能力が発揮できる地域づくりを

進めます。 

 

 （１）地域活動への参画の支援 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

自治会活動への参画 

◇地域と連携した自治会への加入促進及び

地域のルールを正しく理解してもらうた

めの取り組みを進めます。 

◇地域等が主催する行事への参加を支援

し、地域活動への参画を促進します。 

市民全体 

市 

地 域 

関係機関 

まちづくりへの参画 

◇市の審議会、委員会等への外国人市民の

登用を促進し、まちづくりへの参画を図

ります。 

◇関係団体と連携し、外国人ボランティア

団体等の育成及び活動の支援を図りま

す。 

 

（２）交流の機会の創出 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

多文化交流イベント

の実施 

◇国際交流協会、大学、市内日本語学校、地

域、市内企業等と連携し、各種交流イベ

ントに取り組みます。 

◇身近な場所で多言語交流ができる「交流

スペース」の充実を図ります。 

市民全体 

市 

地 域 

関係機関 
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４ ひとづくり  ～違いや共通点を学び合うグローバル人材の育成～ 

  お互いの違いだけではなく共通点にも気づき、自ら進んで学習して新しい文化を生み出してい

けるよう、子どもから大人まですべての市民が多文化への理解を深め、新しい市民文化の創造に

貢献できる国際感覚豊かな人材の育成に努めます。 

 

（１）多文化共生教育・啓発の推進 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

多文化共生の意識啓

発 

◇多文化共生への理解を深めるための出前

講座、講演会等に取り組みます。 

市民全体 
市 

関係機関 

◇校区等と連携し、外国人市民との共生の

意識啓発に取り組みます。 

◇学校教育における多文化共生教育の推進

に取り組みます。 

 

（２）市民主体のまちづくりの推進 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

ボランティア体制の

強化 

◇日本語及び多言語ボランティア登録を推

進するとともに、多文化共生におけるキ

ーパーソンの発掘とリーダーの育成に取

り組みます。 市民全体 

市 

地 域 

関係機関 

地域等の活動支援 
◇多文化共生に取り組む地域や各種団体の

活動を支援します。 

 

 

 

  

https://3.bp.blogspot.com/-J0gNrW4zjoA/Wtxrz686UfI/AAAAAAABLqY/VsjQAOBHCrga9gtO0ilzNdztjRdOpLegQCLcBGAs/s800/benkyoukai_kunrenkou_international.png
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 ５ しくみづくり ～糸島市ならではのネットワーク～ 

  地域性を生かし、糸島市ならではの共生社会の実現をめざし、市民や市民団体、企業、国、県、

他市町村などの関係機関と連携を図りながら、国際化に対応したまちづくりを推進します。 

 

  （１）サポート体制のしくみづくり 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

核となる機能の構築 

◇さまざまな人々の交流や多様な文化を学

ぶことができる機会の提供、外国人市民

の生活相談等に総合的に対応できる仕組

みづくりを進めます。 

市民全体 

市 

地 域 

関係機関 

 

 

【 サポート体制のイメージ 】 

 

 

 

 

 

 

 

  

外国人市民 

【サポート拠点 】 

地 域 

（校区・行政区等） 
ボランティア等 

・情報提供 

・学習支援 

・相談 

連 携 

・情報提供 

・交流の場の提供 
・情報共有 

連 携 連 携 
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 （２）関係機関との連携強化 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

ネットワークの強化 

◇国際交流協会等と連携し、外国人ネット

ワークの発掘及び連携強化を図ります。 

市民全体 

市 

地 域 

関係機関 

◇九州大学、市内語学学校等と連携し、留

学生へのサポート体制を強化します。 

◇観光協会、商工会等と連携し、多言語に

よる観光や事業所等に関する情報の発信

に取り組みます。 

◇校区コミュニティセンターと連携し、多

文化共生の地域づくりを進めます。 

 

 （３）国際化に対応したまちづくり 

具体的な施策 取組内容 受益者 主な取組主体 

糸島市九州大学国際

村構想の推進 

◇本市に九州大学の留学生や外国人研究者

を呼び込み、地域の国際化、国際交流、国

際教育、国際理解等を促進します。 

市民全体 

市 

地 域 

関係機関 
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≪ 計画の推進体制図 ≫ 

 

 計画を推進していくための体制を図で示します。 

 

 

 

 

  

各部課等 

○多文化共生のための事業の実施 

事務局（地域振興課） 

○計画の進行管理 

○施策のとりまとめ・評価 

○進捗状況の報告 

事業等の報告 調 整 

関係機関 

 

○事業の実施  

○連携・協力・支援、情報共有 

地域・ボランティア 

○事業の実施 

○連携・協力・支援、情報共有 

連携・情報提供 

市長（庁議） 

○計画の決定・見直し 

○進捗状況の公表 

指 示 進捗等の報告 

糸島市多文化共生推進計画審議会 

○計画の点検・評価 

○改善提言・助言 

○計画の見直し 

庁 内 

報告・諮問 

意見・提言 

（答申） 

連 携 

情報提供 

支援・連携 

情報提供 
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(人) 

(人) 

全く言葉を交わさない 128
あいさつをする程度 147
時々話しをする 36
親しく付き合っている 9
地域に外国人が住んでいない 205
未回答 23

計 548

【資料編】 

 

１ 糸島市の国際化に関する市民意識調査結果（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪日本人市民の意識調査結果（一部抜粋）≫ 

 

 問13）あなたは、地域の外国人とどのような付き合いをしていますか。 

特徴13）「時々話しをする（36人）」「親しく付き合っている（9人）」など積極的な関わりが全

体の8%程度と低く、また約37%が地域に外国人が住んでいないと回答していることから、関

わりが低い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問14）あなたは、今後、地域の外国人とどのような付き合いをしたいですか。 

特徴14）「あいさつをするようにしたい（169人）」「日常会話をしたい（100人）」「文化交流を

したい（50人）」など、全体の60%程度が前向きな回答をしており、外国人市民と関わって

いきたい気持ちが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪市民意識調査の概要≫ 

◆調査対象 

日本人：住民基本台帳により、18歳以上の日本国籍市民から1,500人を無作為抽出 

外国人：住民基本台帳により、18歳以上の外国人市民から500人を無作為抽出 

◆調査期間・方法 

調査期間：令和元年７月中旬から８月９日まで 

調査方法：郵便及び手渡しによる配布・回収 

◆回収状況 

日本人：548人/1,500人（有効回収率36.5%） 

外国人：172人/500人（有効回収率34.4%） 

あいさつをするようにしたい 169
日常会話をしたい 100
文化交流をしたい 50
あまり付き合いたくない 44
わからない 132
その他（国籍は関係ない等） 22
未回答 31

計 548
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(人) 

(人) 

(人) 

 問 15-1）あなたの地域では、外国人とのトラブルがありますか。 

特徴15-1）ほとんどの方がトラブルはないと回答していますが、全体の7%程度（41人）が、トラブ 

ルを経験もしくは見聞きしたことがあると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-2）具体的にどのようなトラブルですか。（複数回答可） 

特徴15-2）地域のルールや交通マナーに関することが多く、具体的な意見として、ゴミ出しの方

法、騒音、自転車の交通マナーなどが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問17）糸島市に暮らす外国人が、地域住民とお互いに仲良く生活するためには、外国人にはどのよ

うなことが必要だと思いますか。（複数回答可） 

 特徴17）日本人市民が外国人市民に求めることとして、地域のルールや日本の文化を理解すること 

などが多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分がトラブルを経験したことがある 13
近所でのトラブルを見聞きしたことがある 28
トラブルはない 301
わからない 183
未回答 23

計 548
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(人) 

(人) 

 問19）あなたは、糸島市に暮らす外国人と互いに仲良く生活するために、日本人にはどのようなこ

とが必要だと思いますか。（複数回答可） 

特徴19）外国人市民が地域に関わりやすい環境の整備や、日本人自身も外国の生活習慣や文化など

に理解を深めるなどの回答が多くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20）日本人と外国人が互いに仲良く生活するために、糸島市としてどのようなことが必要だと思

いますか。（複数回答可） 

特徴20）行政の幅広い分野において、外国人支援の必要があると回答がなされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の行事、イベントなどに外国人

が参加しやすい環境をつくる 330

自分自身が外国語を学習する 118
外国の生活習慣や文化などについ

て理解を深める 301

困っている外国人を見かけたら助ける 284
自分の持っている知識や技術を外国人に伝える 72
その他（積極的に接する等） 18
特に必要ない 33

日本人と外国人との交流の機会の充実 292
学校教育での国際理解教育の充実 200
公共施設などでの国際理解に関す

る社会教育の充実 161

広報誌や公的文書などの外国版の充実 112
案内板などへの外国語表示の充実 184
外国人相談窓口の充実 271
外国人に対する生活ルールなどの周知の充実 263
外国人に対する日本語教育の充実 162
その他（お互いを尊重し合う等） 20
特に必要ない 19
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(人) 

(人) 

(人) 

 ≪外国人市民の意識調査結果（一部抜粋）≫ 

 

問９）あなたの日本語力を教えてください。 

特徴９）全体のうち、90%近く（）が「書く・話す・読む」ことが、「できる」もしくは「少しはで

きる」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12-1）今後（も）日本語を学びたいと思いますか。 

特徴12-1）全体のうち70%以上（127人）が学びたいと回答しており、学習意識の高さが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13）普段の生活で、困っていることや心配なことはありますか。(複数回答可) 

特徴13）幅広い分野で困りごとがあると同時に、「特にない」との回答の割合も多く、その理由を調

査して取り組みに反映していく必要があります。 
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(人) 

(人) 

(人) 

問16-1）地域の活動などに参加していますか。 

特徴16-1）全体のうち、67%（115人）が「参加していない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16-3）地域活動などに参加していない理由を教えてください。 

特徴16-3）「参加したいが、どうすればいいのかわからない」と回答した割合が約50%（53人）で、

地域活動に参加したい意向が高いことが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27）どのような災害や事故などに不安を感じますか。（複数回答可） 

特徴27）回答者の約70%（118人）が「地震や大雨などの自然災害」に不安を抱えていると回答し、自

然災害に対する不安意識が高いことが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加したいが、どうすれば
いいのかわからない

53

参加する時間がない 48
地域活動に関心がない 7
交流したくない 3
その他 3

計 114
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(人) 

(人) 

問30-2）市役所の窓口で困ったことはありますか。（複数回答可） 

特徴30-2）職員の説明や書類が日本語で理解できなかったことに加え、外国語の案内表示がなかった

ことが多く挙げられています。また、「特にない」と回答した割合が約50%（89人）もあ

り、その理由を調査して取り組みに反映していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32-1）糸島市は、あなたにとって住みやすいまちですか。 

特徴32-1）全体の約84%（144人）が「住みやすい」と回答しており、その理由として、「自然が豊

か」「人が親切」「交通アクセスがいい」「お店が充実している」などの意見が多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職員の説明が理解できなかった 21
書類が日本語で理解できなかった 34
手続きが難しかった 17
外国語の案内表示がなかった 30
特にない 89
その他（待ち時間が長い等） 8
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２ 糸島市多文化共生推進計画策定における審議会等の経過 

 

日  付 内  容 

令和元年 

（2019年） 

7月18日 

◆第1回糸島市庁内ワーキング会議 

 ・市民意識調査の実施について 

 ・庁内で抱える課題・問題について 

10月24日 

◆第1回糸島市多文化共生推進計画審議会 

 ・委嘱状の交付 

 ・糸島市多文化共生推進計画策定方針について 

 ・市民意識調査結果について 

10月30日 
◆第2回糸島市庁内ワーキング会議 

 ・市民意識調査結果の分析について 

11月28日 
◆第2回糸島市多文化共生推進計画審議会 

 ・糸島市多文化共生推進計画（案）についての内容審議 

12月18日 
◆第3回糸島市庁内ワーキング会議 

 ・同計画（案）についての意見聴取 

令和２年 

（2020年） 

 

 

 

 

 

1月17日 
◆第3回糸島市多文化共生推進計画審議会 

 ・同計画（案）についての内容審議 

2月 4日 
◆糸島市庁議 

・同計画（案）についての進捗報告 

2月12日 
◆糸島市議会 総務文教常任委員会 

 ・同計画（案）についての進捗報告 

2月17日 

3月17日 

◆パブリックコメント 

 ・同計画（案）について、パブリックコメントを実施 

3月30日 
◆第4回糸島市多文化共生推進計画審議会 

 ・同計画（案）の提言 
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３ 糸島市多文化共生推進計画審議会委員名簿  

 

 

 

№ 機関等名 役 職 氏 名 備 考 

1 
九州大学 工学研究院 

附属国際教育支援センター 
准教授 田村 美香   

2 糸島市国際交流協会 理事 松尾 洋文   

3 一般社団法人 糸島市観光協会 副会長 高田 哲助   

4 糸島市商工会 課長 宇佐美 明   

5 糸島市行政区長会 会長 柚木 利道   

6 
社会福祉法人 糸島市社会福祉協議

会 
事務局長 山﨑 数彦   

7 糸島市立長糸小学校 校長 重冨 泰敏   

8 糸島市立前原公民館 館長 濱近 政和   

9 糸島市民生委員児童委員協議会 会長 山下 喜暉   

10 糸島市人権擁護委員連絡会 代表 仲西 優満   

11 糸島市防災士会てまがえ隊 会長 有松 智文   

12 糸島警察署 生活安全課 課長 山本 龍也 
小田 九州男 

委員から交代 

13 
学校法人糸島中央学園 日本文化語学

院 
事務長 臼井 梨華   

14 一般公募   藤原 好子   

15 一般公募   佐藤 倫子   

16 一般公募   江頭 邦弘   

【任期】 令和元年 10月 24 日から令和 3年 3月 31 日 
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